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総会風景

　第
四
十
八
回
福
井
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
の
定
期
総
会
が
五
月
十
八
日
（
火
）
午
前
十
時
よ
り
ユ
ニ
オ
ン
プ
ラ
ザ
福
井
に

お
い
て
、
代
議
員
二
十
二
名
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　宮
崎
副
会
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
総
会
議
長
に
𠮷
田
氏
（
連
合
福
井
・
私
鉄
）
を
選
出
、
来
賓
に
福
井
県
産
業
労
働
部
三

足
課
長
、
福
井
市
労
政
課
宮
越
課
長
を
迎
え
、
挨
拶
に
立
っ
た
労
福
協
馬
場
会
長
は
「
労
働
者
福
祉
運
動
は
、
「
働
く
人
の

福
祉
に
関
わ
る
活
動
」
で
あ
り
、
そ
の
使
命
・
役
割
は
さ
ら
に
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
活
動
の
一
つ
は
、
勤
労
者

の
総
合
的
な
生
活
支
援
で
あ
り
、
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
続
き
、
今
般
、
労
使
相
談
セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
た
。
相
談

体
制
は
充
実
し
て
き
て
い
る
が
、
未
だ
に
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
自
殺
・
貧
困
・
借
金
問
題
に
対
し
て
、
社
会
・
市
民
運

動
と
連
携
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。
」
と
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

　続
い
て
、
来
賓
両
名
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
の
ち
、
議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。
吉
田
副
会
長
が
提
案
を
行
い
、
こ
の

一
年
間
の
活
動
報
告
（
二
〇
〇
九
年
度
）
及
び
決
算
報
告
、
新
年
度
の
活
動
方
針(

二
〇
一
〇
年
度)

及
び
次
年
度
予
算
を
提

案
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
役
員
改
選
が
承
認
さ
れ
、
す
べ
て
の
議
案
が
終
了
し
ま
し
た
。
本
総
会
で
の
活
動
報

告
や
活
動
方
針
及
び
新
役
員
に
つ
い
て
は
、
次
の
通
り
で
す
。

第
四
十
八
回
定
期
総
会
で
方
針
確
認

二
〇
〇
九
年
度
の

主
な
活
動
内
容

　
　
　
　
　（
報
告
）

二
〇
一
〇
年
度
の

　
　
　
活
動
方
針

緊
急
融
資
制
度
の

　
　
設
立
に
つ
い
て

会 長

副 会 長

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

事務局長

幹 　 事

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

監 事

　 〃 　

馬　場　　修　一

𠮷　田　　哲　夫
森　田　　則　夫

坪　内　　佳　久

山　岸　　克　司

宮　下　　正　一

𠮷　田　　哲　夫
酒　井　　里　巳

宮　崎　　伸　介

田　中　　　　一

渡　辺　　大　輔

八　幡　　雄一郎

吉　田　　啓　三

牧　野　　恭　英

上　木　　雅　雄

久　保　　主　計

岩　崎　　眞　次

山　口　　克　家

藤　川　　武　夫

川　﨑　　周　市

竹　内　　善　実

斉　藤　　重　範

森　田　　武　史

　連　　合

　員　　外

※労働金庫

　全 労 済

※連　　合

　員　　外

　副会長兼務

　連　　合

　連　　合

　連　　合

　連　　合

　連　　合

　連　　合

　連　　合

　連　　合

　連　　合

　連　　合

　労働金庫

　県民生協

　労 信 協

※旅行センター

　連　　合

　全 労 済

Ⅰ
政
策
・
制
度
へ
の
要
求
を

　
行
い
ま
し
た

⑴
地
方
労
福
協
会
議
や
、

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
会

な
ど
を
通
し
、
中
央
労

福
協
と
も
連
携
を
取
り

な
が
ら
次
の
５
点
に
つ
い

て
運
動
を
進
め
ま
し
た
。

①
多
重
債
務
対
策 

②

消
費
者
行
政
の
一
元

化
・
相
談
機
能
の
強
化 

③
生
活
保
護
制
度
の
改

善
、反
貧
困
・
生
活
底
上

げ 

④
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
廃
止 

⑤
協

同
労
働
の
協
同
組
合
法

の
早
期
制
定
。

⑵
自
治
体
要
請
と
し
て
、

対
知
事
要
請
を
行
い
ま

し
た
。①
く
ら
し
の
相
談

事
業
に
対
す
る
充
実
支

援
や
広
告
掲
載
の
要
請

②
消
費
者
対
策
（
消
費

者
セ
ン
タ
ー
）の
充
実
と

強
化 

③
制
度
融
資
の

周
知
や
利
子
補
給
制
度

の
継
続 

④
地
域
社
会
・

暮
ら
し
の
安
心
づ
く
り

及
び｢

防
災
士｣

の
支
援

な
ど
を
要
請
し
ま
し
た
。

Ⅱ
事
業
団
体
の
支
援
活
動

⑴
事
業
団
体
ト
ッ
プ
連
絡

会
議
を
行
い
、
各
事
業

団
体
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
議
論
・
連
携
を
行

い
、ユ
ニ
オ
ン
ト
ラ
ベ
ル
福

井
の
出
資
金
の
取
扱
い

に
つ
い
て
も
確
認
し
ま
し

た
。

⑵
北
陸
３
県
連
合
・
労
福

協
と
北
陸
労
金
連
絡
会

議
で
全
国
統
合
問
題
を

中
心
に
意
見
交
換
や
論

議

Ⅲ
事
業
活
動

⑴
勤
労
者
生
活
設
計
支
援

事
業
と
し
て
、勤
労
者
の

た
め
の
労
働
問
題
基
礎

講
座
を
４
箇
所
で
開
催

し
ま
し
た
。テ
ー
マ
は
各

地
域
か
ら
の
要
望
に
よ

り 

①
職
場
の
安
全
衛
生

管
理
に
つ
い
て 

②
退
職

金
と
企
業
年
金
制
度
に

つ
い
て 

③
労
働
基
準
法

の
改
正
に
つ
い
て 

④
労

働
基
準
法
改
正
学
習
会

の
内
容
で
し
た
。

⑵
く
ら
し
な
ん
で
も
相
談

事
業
と
し
て
福
井
市
以

外
の
８
市
で
前
・
後
期
で

実
施
し
ま
し
た
。
開
催

周
知
は
、
新
聞
広
告
と

自
治
体
広
報
を
媒
体
と

し
ま
し
た
。延
べ
16
会
場

で
開
催
し
、前
年
度
よ
り

多
く
の
相
談
を
承
り
ま

し
た
。

⑶
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
事
業
と

し
て
、第
59
回
と
な
る
福

井
県
勤
労
者
美
術
展
の

開
催
や
文
化
公
演
等

（
コ
ン
サ
ー
ト
・
劇
団
公

演
・
寄
席
）の
入
場
料
を

助
成
し
参
加
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。ま
た
親
子
ふ

れ
あ
い
事
業
（
地
協
に
と

い
う
形
）
、ス
ポ
ー
ツ
関

係
は
、
勤
労
者
綱
引
大

会
（
協
賛
）を
実
施
し
ま

し
た
。

〔
基
　
　
調
〕

１
．
中
央
労
・
中
部
ブ
ロ
ッ

ク
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
の
労

福
協
を
中
心
に
連
携
や

情
報
交
換
を
行
い
、
必

要
な
課
題
に
あ
っ
て
は
統

一
行
動
に
参
加
し
て
い

き
ま
す
。ま
た
県
内
の
友

誼
団
体
・
市
民
団
体
と

も
課
題
毎
に
連
携
を
進

め
ま
す
。

２
．
福
祉
事
業
団
体
の
推

進
に
あ
た
っ
て
は
、
関
係

組
織
労
働
者
を
軸
と
し

て
、
未
組
織
労
働
者
や

Ｏ
Ｂ
の
参
加
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

〔
重
点
方
針
〕

（
政
策
・
制
度
の
改
善) 

自
治
体
へ
の
要
求
に
つ
い

て
は
、連
合
福
井
並
び
に
各

地
協
と
の
協
議
を
持
ち
な

が
ら
、
事
業
団
体
の
要
求

内
容
に
照
ら
し
て
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

（
自
主
福
祉
事
業
の
強
化
・
　

　発
展
）事

業
団
体
に
対
す
る
事

業
推
進
活
動
に
つ
い
て
は
、

連
合
福
井
と
の
連
携
を
密

に
し
な
が
ら
、事
業
推
進
に

対
す
る
協
力
を
求
め
、
共

同
し
て
各
事
業
団
体
間
の

相
互
理
解
に
も
努
め
ま
す
。

ま
た
、
地
協
再
編
を
好
機

に
、
地
域
で
の
協
議
の
場
を

設
け
、労
福
協
運
動
・
事
業

団
体
の
事
業
推
進
に
も
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
分
野
毎
の
事
業
活
動
）

生
活
設
計
支
援
の
た
め

の
事
業
と
し
て
、「
労
働
問

題
基
礎
講
座
」や「
退
職
前

後
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど
の
講

演
・
研
修
会
を
開
催
し
ま

す
。
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
関
係

事
業
は
、勤
労
者
美
術
展
、

綱
引
大
会
な
ど
を
実
施
し

ま
す
。
生
活
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
と
し
て
、く
ら
し
な
ん
で

も
相
談
会
（
出
張
相
談
）の

実
施
や
今
年
４
月
新
設
し

た｢

労
使
相
談
セ
ン
タ
ー
＝

県
委
託
事
業
・
県
内
２
箇

所
設
置｣

と
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
福
井
の
相
談

機
能
を
さ
ら
に
高
め
て
ま
い

り
ま
す
。

第
７
号
議
案
で
は
、
生
活

困
窮
者
（
衣
食
住
に
問
題
を

抱
え
て
い
る
人
で
、
一
時
的
な

困
窮
状
態
）な
ど
、
緊
急
や
む

お
え
な
い
場
合
に
、
私
た
ち
が

少
し
支
援
（
金
銭
）す
れ
ば
自

立
可
能
と
判
断
（
返
済
能
力

含
む
）で
き
る
場
合
に
、「
融
資

で
き
る
制
度
を
設
立
す
る
」と

の
提
案
が
本
総
会
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

※新役員
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団体名

6月17日（木）
11：00～
6月22日（火）
11：00～
6月22日（火）
13：00～
6月24日（木）
10：30～
6月25日（金）
13：30～
7月30日（金）
13：30～

労 信 協

労働福祉会館

旅行センター

県民生協

北陸労金

全 労 済

開 催 日
開催時間 相談件数・内容

ユニオンプラザ福井

ユニオンプラザ福井

ユニオンプラザ福井

県民生協本部センター

石川県立音楽堂

ユニオンプラザ福井

１．2009年度の１年間の相談数及び相談内容等は、下記の通りです。

＊専門団体(行政機関や専門家含む)への取次先（誘導含む）は前年度
比５５件増加。
弁護士９１件、司法書士２６件、福祉事業団体や行政機関など多くの
相談機関へ紹介・誘導を行った。(行政関係機関=県社協(総合福祉相談
所含む)，生協消費者センター、自治体の福祉課、法テラス等々)

<相談項目別（特徴点）>
〔労働問題〕 不景気により、雇用情勢の悪化が続いているため、賃金
（サービス残・賃金ダウン) に関することや、労働条件面（転籍・雇
用条件変更）での問題が多くなってきています。
〔生活関連〕 前年度の下期からの傾向であるが、不況が続く中で、失
業状態、賃金減少（時間外手当減少、本給減額）や待遇・条件面によ

り家計収支の悪化が影響し、金銭に関連する生活苦による相談が増えてきています。
〔金銭・財産〕 多重債務状態ではないものの、収入減少（又は失業）により、既に借りている（銀行）住宅ローンや教育ローンの返済が負担
となっているケースや子供の進学費の工面などの相談が年間を通して毎月のように多くありました。相続に関する相談も多くなっています。
〔社保・税金その他等〕 社会保険制度に関する（年金・扶養・医療等）相談が主ですが、前年度と同様、雇用保険（加入条件、加入の確認
方法）や扶養（社会保険加入、税法上）に関する問い合わせが少し目立ちました。

労使のことなら何でもご相談下さい。
県内２ヶ所に新設！

福祉事業団体〈総会〉
スケジュール

50 件174 件175 件53 件2009 年 4月～
2010 年 3月

<相談項目別>

社保･税金等、
その他生活関連金銭・財産労働相談

（189 件）201 件251 件452 件2009 年 4 月～
2010 年 3 月

<相談件数、電話＆来所、専門家への取次>

うち
来所相談

うち
電話相談相談合計

うち、
専門家等への
取次数 ）（

　
２
０
１
０
年
３
月
21
日
（
日
）
福
井
市
南
体
育
館
に
お
い
て
、

勤
労
者
綱
引
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。(

県
内
16
ー
ム
参
加)

。

　
開
会
式
で
は
、
福
井
市
綱
引
連
盟
の
挨
拶
に
続
き
、
労
福
協

吉
田
副
会
長
か
ら
は
「
日
頃
の
お
礼
と
と
も
に
、
20
回
目
の
大

会
が
開
催
さ
れ
る
慶
び
と
今
後
に
お
い
て
も
綱
引
参
加
者
が
拡

大
し
、
綱
引
き
競
技
の
発
展
に
期
待
し
ま
す
」
と
挨
拶
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
選
手
宣
誓
を
行
い
、
一
般
男
子
・
混
合
・

交
流
の
各
部
ご
と
に
競
技
を
開
始
し
ま
し
た
。
試
合
で
は
各
チ

ー
ム
と
も
駆
け
引
き
や
合
図
・
号
令
を
か
け
な
が
ら
、
白
熱
し

た
力
強
い
、
綱
の
引
き
合
い
で
、
パ
ワ
ー
溢
れ
る
す
ば
ら
し
い

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
試
合
結
果
、
入
賞
チ
ー
ム
は
次

の
通
り
で
す
。

■入賞チーム

開会式の様子

会場の様子

体
力
＆
気
合
の
チ
ー
ム
競
技

第
20
回
福
井
県
勤
労
者
綱
引
大
会

第
20
回
福
井
県
勤
労
者
綱
引
大
会

（
主
催
：
福
井
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
、
福
井
市
綱
引
協
会
）

鷹巣綱引クラブ

匠　　友

夢オーレ

ポンコツ・シグナルズ

一般男子の部 混合の部 交流の部

順化体協ソフト

俊サファリパーク うめしん軍団 ＡＷ・Ｉ労組優　勝

準優勝

第３位

・労働問題を中心に、労働者に限らず
　使用者からの相談対応も行います。

〔ところ〕
　　　越前市中央2丁目5-1
　　　越前市労働福祉会館内
　　　TEL：0778-22-1006　
　　　相談時間　9:00～17:00（平日）
〔事業者〕福井県労働者福祉協議会

労使相談センター丹南事務所
・労働問題を中心に、労働者に限らず
　使用者からの相談対応も行います。

〔ところ〕
　　　敦賀市呉竹町1-41-15
　　　奥野ビル102号
　　　TEL：0770-22-1015　
　　　相談時間　9:00～17:00（平日）
〔事業者〕福井県労働者福祉協議会
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　全労済では、マイカー共済のお客さま満足度調査を
実施しています。
　この度、ここ１年間のお客さま満足度の調査結果が、
以下のようにまとまりましたので、ご紹介します。

調 査 概 要………………………………
■調査対象者：マイカー共済の事故対応が
　完了したマイカー共済契約者
■調査票回収率：46.6％

　事故対応の満足度をお聞きした項目では、満足（「とても満
足」）と「満足」を合わせた数値）の割合は、回答者全体の78.0
％に達しています。一方、不満（「不満」と「とても不満」を合わ
せた数値）の割合は回答者全体の6.9％になっています。
　「とても満足」と回答した契約者は、契約継続意向において「ぜ
ひ継続して契約したい」もしくは「継続して契約したい」の割合が
98.5％、「満足」と回答した契約書においても、契約継続意向が
96.0％と、非常に高くなっています。一方、「不満」あるいは
「とても不満」と回答した契約者における契約継続意向は27.3％
にとどまりました。

全労済からのお知らせ

「マイカー共済お客さま満足度調査結果報告」

総合満足度と契約継続意向について

　全労災では、本調査にもとづき、今後ともお客様のニーズにお応えできるよう、
マイカー共済の組合員の皆さまへのサービス向上に努力してまいります。


